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本校では、「一人一人がめあてをもって取り組み、生き生きと輝く児童の育成」を具

現化し、知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育てることこそが、児童を取り

巻く課題の解決につながるものと考えます。 

こうした考えのもと、次のとおりいじめ防止対策推進法に基づき「いじめ防止基本方

針」を策定し、いじめ防止に向け全職員一丸となって取り組みます。 

 

１ いじめ防止対策についての本校の基本的な考え方 

（１）基本的な考え方 

   知・徳・体のバランスのとれた力を育成し、「いじめをしない」「いじめに気付

く」「いじめを受けない」「互いの違いを認め、いじめをなくす」ことで「自分の

命を守る」とともに、「他の人の命を大切にできる子」を育てていきます。 

（２）基本理念（いじめ防止対策推進法第３条関連） 

    いじめは全ての児童に、学校の内外を問わず関係する問題であることから、 

 

   ①児童が安心して上堺小学校に通い、学習や諸活動に取り組むことができるよう

にします。 

   ②いじめを見て見ぬふりをすることがないよう、児童一人一人がいじめの心身に

及ぼす影響、危険性を理解できるようにします。 

   ③いじめを受けた児童の生命及び心身を保護することを最大の責務として認識

し、教育委員会、家庭、地域等、関係諸機関と連携して取り組みます。 

 

（３）いじめの定義（同第２条関連） 

 

    児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一

定の人的関係にある他の児童等が行う心理的または物理的な影響を与える行為

（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該児童の対象と

なった児童等が苦痛を感じているものをいう。 

 



（４）いじめ防止のための基本姿勢（同第８、９条関連） 

 

  ◇いじめは「どの子にも、どの学校でも起こり得るもの」であることを十分に認識

し、全職員があたたかな目を子どもに注ぎ、具体的な手立てを実行します。 

  ◇児童には「いじめを行ってはいけない」ことを指導します。 

  ◇児童があたたかな人間関係の中で、安心して学校内外の生活を送ることができる

ようにするために、 

   ・いじめられている子どもの立場に立った親身な指導をします。 

   ・家庭と協力して子どもを見守っていきます。 

  ◇いじめに発展しそうな問題も含め、いじめを発見した時には迅速に対応します。 

 

（５）具体的な取組 

  ①いじめ防止に関する職員の共通理解を図り、共通実践します。 

   ・いじめの早期発見に努めます。 

   ・いじめを発見した時、いじめの通報や相談があった時には、すぐに事実関係を

調査し、関係者への適切な指導、措置を行い、再発防止に努めます。 

   ・いじめをした児童に対しては、毅然とした指導を行うとともに、保護者への助

言も行います。 

  ②日常の指導を充実させます。 

   ・いじめを見過ごさない雰囲気づくりに努めます。 

   ・人権意識の高揚を図り、校内全体にわたりあたたかな人間関係を築けるように

します。 

   ・児童一人一人の自己有用感を高め、自尊感情を育む教育活動を推進します。 

   ・すべての教育活動を通して、豊かな情操と規範意識を培えるよう、道徳教育と

体験活動を充実します。 

  ③組織的に対応します。 

   ・生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会を含む）を設置します。 

   ・いじめをはじめ、ハラスメントや体罰相談窓口を設置し、相談体制を整えます。 

   ・相談にあたっては、守秘義務を厳守します。 

   ・関係諸機関と連携、協力を図ります。 

  ④いじめに関する職員への研修や保護者への啓発活動を推進します。 

   ・職員や保護者を対象とした、いじめや情報モラル等に関するテーマで外部講師

を招いた講演会を実施します。 

 

 

 



２ 学校いじめ対策組織について 

   いじめ防止等に組織的に対応するため、下記の組織を中心に取り組み、進捗状況

の確認、定期的検証を行います。 

 

（１）通常時 

          生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

    校長 教頭 生徒指導主任 低・中・高の各代表職員 養護教諭 

    

   ・定期的な会議の開催により、情報交換及び対策の検討 

   ・いじめ防止の啓発、研修計画の立案         等 

 

（２）事案発生時 

    いじめの疑いがあるような行為を含め、いじめが発見された場合、校長のリー

ダーシップのもと、事実関係の把握、被害児童のケア、加害・被害児童保護者へ

の対応など、問題の解消とその後の対応を行います。 

 

                 

                 

 

 

 

 

   ・事実確認と対応方針の確認 

   ・被害児童及び保護者、加害児童及び保護者への対応、その他の児童への対応 

   ・職員の役割分担及び職員への情報の共有（指導内容等共通理解）について 

   ・関係機関との連携について 

   ・教育委員会への報告 

   ・再発防止に向けた対応の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 

教頭

「 

当該学級担任 

当該部活動担当 等 関係諸機関 

生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

 

 



３ 年間計画について（同第１８条関連） 

 月 生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会）を中心とした取組 

 ４ 

 

 

  

 ５ 

 

 

 ６ 

 

 

 ７ 

 

  

 ９ 

１０ 

１１ 

 

 

  

 １ 

 ２ 

 ３ 

〇いじめ防止基本方針の共通理解 

〇相談ポストの設置（年間） 

〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

〇SOS の出し方教育の実施 

〇情報モラル教室（対象：４～６年児童及び保護者） 

〇いじめゼロ宣言 

〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

〇生活アンケート 

〇教育相談週間 

〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

〇第１回学校評価の分析・対策検討 

 

〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

〇生活アンケート 

〇教育相談週間 

〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

 

〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

〇生活アンケート 

〇教育相談週間 

〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

〇学校評価をもとに、今年度の取組についての反省と次年度への課題につい

ての検討 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ いじめの未然防止について（同第１５条関連） 

   児童一人一人が認められ、お互いを思いやるあたたかな人間関係づくりに学校全

体で取り組みます。 

   〇教師は「わかる授業」を心がけ、自己の有用感を高め、いじめを含めた問題行

動の未然防止に努めます。 

   〇いじめの理解を深め、見て見ぬふりをすることや知らん顔をすることも、傍観

者としていじめに加担していることを理解させます。 

   〇教師は、不適切な発言や体罰がいじめを助長することをよく理解し、日々の教

育活動を行います。 

   〇保護者や地域に対して、いじめに関する情報の共有と発見・解消に向けての啓

発活動を行い、連携を推進します。 

 

  ①規範意識を高める学級経営 

 ②生徒指導の機能を生かした授業実践 

  ③道徳教育の充実 

  ④人権教育の充実 

  ⑤豊かな人間性や社会性を育む学校行事や特別活動の充実 

  

５ いじめの早期発見について（同第１６条関連） 

   いじめは、どの子にもどの学校にも起こり得るという認識のもと、いじめ

の早期発見に努めます。 

  ①生活アンケートの実施（６月・１１月・３月） 

   ・定期的にアンケートを実施し、児童の悩みや人間関係を把握し、いじめ

の早期発見、早期解決を目指します。必要に応じて、臨時の教育相談を

行います。また、結果を共通理解し、悩みを抱える児童を複数の目で見

守ることができるようにします。 

  ②教育相談週間 

   ・学級担任が、児童一人一人に悩み等を聞き、問題の早期発見、早期解決

を目指します。 

  ③相談ポスト 

   ・１階保健室前に相談ポストを設置し、いつでもだれにでも相談できる環

境の一環とします。相談ポストは毎日、教育相談担当が確認をし、早期

発見、早期解決に役立てます。 

  ④ 職員による日々の観察 

   ・日頃から児童の見守りや信頼関係の構築等に努め、児童が示す小さな

変化や危険信号を見逃さないようにアンテナを高く保ちます。 



６ ネット上のいじめへの対応について（同第１９条関連） 

   携帯電話やスマートフォン、パソコン等を通じて、インターネット上のウ

ェブサイトの掲示板等に、特定の児童の悪口や誹謗中傷を書き込んだり、メ

ールを送ったりするなどの行為を「ネット上のいじめ」ととらえます。この

ような「ネット上のいじめ」についても、他のいじめと同様に決して許され

るものではありません。本校では、「ネット上のいじめ」の特徴を理解した

うえで、早期発見、早期解決に向けて取り組みます。 

  ①情報モラル教育の充実 

   ・スマートフォン等の端末が急速に子どもたちに普及している状況を踏

まえ、個人情報の扱いや SNS の扱いについて積極的に取り上げ、児童の

情報モラルについての理解を深めます。 

  ②保護者への啓発 

   ・学級懇談会や個人面談等で「ネット上のいじめ」について話題にしたり、 

「使用時間や使用のルール」の必要性について周知をしたりするなど、保

護者への啓発を行います。 

  ③組織的対応 

   ・児童の会話や体調不良の訴えなどからもネットいじめが発覚すること

があります。小さな兆候についても情報を交換し、対応策を検討します。 

  ④掲示板等への誹謗中傷への対応 

   ・被害拡大を避けるための対応を、関係諸機関と連携して行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ いじめを認知した場合の対応について（同第２３条関連） 

                 ＊協議内容、事案への対応の記録を残す 

 

 

 

〇当該学級担任及び関係職員によるいじめの実態把握 

    ・周囲の児童を含めて個々に聞き取りを行い、記録する。 

    ・関係教職員と情報を共有し、正確に把握する。 

〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会）の招集 

 ・事実関係に基づいて組織的に対応する。     

 

 

   〇事実確認と対応方針の決定 

   〇指導のねらいを明確にする。 

   〇いじめられた児童を徹底して守る（見守り体制の整備） 

   〇いじめた児童への対応について 

   〇「傍観者」への指導について 

   〇保護者への対応について 

   〇関係機関との連携について 

 

 

 

 

 

   〇事実の報告 

   〇対応方針の共通理解 

   〇経過観察 

 

 ＜いじめの解消＞ 

   〇被害児童に対する心理的または物理的な影響を与えている行為がやんでいる

状態が相当の期間継続している（概ね３カ月を目安）かを確認します。 

   〇被害児童が心身の苦痛を受けていない（本人や保護者との面談等で確認）かど

うかを確認します。 

  

 

 

いじめの情報 

管理職に報告 

生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会） 

 

 

 

 

生徒指導主任に報告 

家庭訪問（複数人数で行う） 

 ・把握した事実の報告 

 ・対応方針の説明 

全職員で情報の共有 

＊必要によって再度委員会を開催し、

対応について検討していく。 



 

８ 重大事案への対処について（同第２８条、３０条関連） 

 学校の設置者又はその設置する学校は、次に掲げる場合には、その事態（以下「重大

事態」という）に対処し、及び当該重大事態と同種の事態の発生に資するため、速やか

に、当該学校の設置者又はその設置する学校の下に組織を設け、質問票の使用その他の

適切な方法により当該重大事態に係る事実関係を明確にするための調査を行うものと

する。 

１ いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じ

た疑いがあると認めるとき 

２ いじめにより当該学校に在籍する児童が相当の期間学校を欠席することを余儀な

くされている疑いがあると認めたとき 

 

１ 的確な情報収集 

 

２ 報告 

  校内    発見者⇒学級担任⇒生徒指導主任⇒教頭⇒校長 

  教育委員会 校長⇒教育委員会 

 

３ 緊急対応   生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会）の招集 

  〇教育委員会の協議の上、委員会を開催する。 

  〇自殺、不登校、脅迫、暴行等、緊急に対応する必要性があるかどうか。 

  〇事実調査の内容と今後の対応の在り方について 

  〇警察への通報など関係諸機関との連携 

 

４ 調査による実態把握 

  〇被害児童の気持ちに寄り添って話を聞く。 

  〇調査は基本的には当該学級の児童に対して行うが、事案に応じては全校児童に対

して行う。 

  〇調査は迅速に行う。 

  〇調査項目について 

   ・いじめの状況（日時、場所、人数、いじめの様態やいじめ集団の構造など） 

   ・いじめの動機、背景 

   ・被害児童、加害児童の言動とその特徴 

   ・保護者からの情報 

   ・教職員からの情報 

   ・他の問題行動との関連        等 



 

５ 調査内容の報告 

  〇調査結果については、被害児童・保護者に対し、事実関係その他の必要な情報を

適切に提供する。 

  〇教育委員会へ報告する。 

 

６ 解決に向けた指導・支援及び経過観察 

  〇委員会にて協議の上、被害児童・保護者、加害児童・保護者、関係機関等へ対応

していく。 

 

７ 再発防止 

  〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会）にて協議の上、再発防止に努める。 

 

９ 公表、点検、評価について（同第３４条関連）  

  〇上堺小学校いじめ防止基本方針の概要を学校ＨＰで公表します。 

  〇生徒指導委員会（いじめ防止対策委員会）での毎月の反省（調査・分析）を通し

て点検を行っていきます。 

  〇学校評価においていじめ問題への取組を評価し、必要に応じていじめ防止基本方

針の見直しを行います。 

 

１０ いじめの相談・通報窓口について（同第２３条関連） 

  どんなことでも相談がしやすい学校を目指します。いじめの早期発見、早期対応の

視点から、児童による情報提供（相談・通報）は適切な行為であることを伝えていき

ます。  

 

 

【上堺小学校いじめ・ハラスメント・体罰等相談窓口】 

   教頭 ・早川（生徒指導担当）・古川（教育相談担当）・押田（養護教諭） 

 
【関係機関】 

横芝光町教育委員会                ８４－４１１６ 

山武警察署生活安全課          ０４７５－８２－０１１０ 

東上総教育事務所相談室         ０４７５－２３－４４６０ 

山武郡市教育相談センター        ０４７５－５４－０３６７ 

２４時間子供ＳＯＳダイヤル       ０１２０－０－７８３１０ 

千葉県子どもと親のサポートセンター   ０１２０－４１５－４４６ 

子どもの人権１１０番（千葉貯法法務局内）０１２０－００７－１１０ 

ヤングテレホン（千葉県警察少年センター）０１２０－７８３－４９７ 

千葉いのちの電話            ０４３－２２７－３９００ 

チャイルドライン千葉          ０１２０－９９－７７７７ 


